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APchart for Windows チュートリアル (Ver. 2.5 用) 
                                    2023/4/15 

 

[概要] 
本文ではAPchart（エーピーチャート）for Windows Ver.2.5xを使用して、指向性グラフ、及

び、スミスチャートなどのＳパラグラフを作成する場合の操作方法を説明する。 

本文の１．はグラフに入力するためのデータの作成方法の説明。 

本文の２．、３．は直角座標の指向性グラフを描く場合の説明。２．指向性グラフの作成(基

礎編)では座標軸が一つの場合のグラフ作成方法を示す。３．指向性グラフの作成(応用偏)では

複数の座標軸を持つグラフの作成方法や、図形描画の方法等について説明する。 

 本文の４．はスミスチャートのグラフを描き方を説明する。 
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       ２－４ 系列の設定 
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  ４－２ 座標軸の新規作成 

       ４－３ データの入力と設定 

         ４－３－１ データの入力 

         ４－３－２ データのノーマライズ 

 

    ５．スミスチャートの作成 

    ５－１ 入力データファイル形式 

    ５－２ 新規座標軸の作成 

    ５－３ データの入力 

    ５－４ 系列の設定 

    ５－５ 外周振幅値の変更とVSWR一定の円 

 

[本文] 
 

１．入力データの作成 
APchartでは、指向性データ(数値データ)は全てファイルから読み込むことにより入力される。

従って、APchartの起動前にあらかじめ入力するデータファイルを作成しておく必要がある。 

入力データは計算データでも実測データでも何でもかまわないが、以下に示すフォーマットの

テキストファイルでなくては読み込むことができない。（インストールフォルダのサンプルデー

タsample.dat or sample.s2pを参照） 

このデータファイルの中の２つの列（角度データと振幅データ）を読み込んでグラフに表示す

る。 

 

[データファイル形式の例］ 

コメント行 

コメント行 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

コメント行 

データ列１  データ列２  データ列３  データ列４  ・ ・ ・ ・ 

データ列１  データ列２  データ列３  データ列４  ・ ・ ・ ・ 

 

データ列１  データ列２  データ列３  データ列４  ・ ・ ・ ・ 

データ列１  データ列２  データ列３  データ列４  ・ ・ ・ ・ 

  ・      ・      ・     ・      ・ ・ ・ ・ 

  ・      ・      ・     ・      ・ ・ ・ ・ 

  ・      ・      ・     ・      ・ ・ ・ ・ 

  ・      ・      ・     ・      ・ ・ ・ ・ 

データ列１  データ列２  データ列３  データ列４  ・ ・ ・ ・ 

 

データ列１  データ列２  データ列３  データ列４  ・ ・ ・ ・ 
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コメント行 

コメント行 

  ・ 

  ・   

コメント行 

 

＜注記＞ 

・列方向（縦方向）に、角度データ、振幅データが、並んだデータとする。 

・直角座標軸（Ｓパラ）の場合は、指向性データの角度データが周波数データ、振幅データが振

幅データあるいは位相データに変わる。 

・極座標軸（円)(Ｓパラ)あるいはスミスチャート(Ｓパラ)の場合は、指向性データの角度デー

タが位相データ(deg)に変わる。 

・データの前後にコメント行が挿入されていてもかまわない。コメント行とコメント行の間の行

がデータ行として読み込まれる。 

・また、データ入力時に列番号指定するので、角度データ、振幅データ以外の別のデータ列が入

っていても、かまわない。 

・コメント行のTAB及びスペースを除く最初の文字は、数字(0～9)、ピリオド、カンマ、-、+、/、

以外のASCII文字でなくては、なりません。 

・コメント行は、何行でもかまいません。なくてもかまいません。 

・コメント行は、ヌル行(TABとスペース以外、何もない行）でもかまわない。 

（注：読み込み開始行自動設定をせず、コメント行を読み飛ばす場合は、コメント行のフォーマ

ットは関係なし。） 

・各データ行におけるデータの区切りは、スペース、コンマ、TAB、とそれらの組み合わせ。 

・各データ行内に、数字(0～9)、スペース、TAB、コンマ、ピリオド、－、＋、および、指数部

指定子(ｅ、Ｅ、ｄ、Ｄ)、以外の文字が入っていないこと。 

・読み込む全てのデータ行は、連続している必要がある。（データ行とデータ行の間にコメント

行や、ヌル行があると、それ以降読み込みまない。） 

・データは、実数、整数、どちらでもかまわない。指数部指定子、e、Ｅ、d、Ｄも使用可能。 

・各データ列の行数は、一致している必要がある。 

・データ行の最大列数は30列。 

・コメント行を除くデータ行の最大数は36001行。 

・角度データは0-360°データ、±180°データのいずれでもかまわない。 
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２．指向性グラフの作成(直角座標、基礎編) 
 

２－１ APchartの起動 

 スタートメニューで、APchartを選択し起動するか、マイコンピュータ、or、エクスプローラ、

or デスクトップで、APchartのアイコン(apchwin2.exe)をダブルクリックすることにより起動

する。また、拡張子の関連付けをしている場合は、マイコンピュータ、あるいは、エクスプロー

ラで、APchartのグラフファイル(拡張子：*.awc、*.awr、*.awp、*.awh)をダブルクリックする

ことによっても、起動できる。 

 

２－２ 座標軸の新規作成 

APchartの起動後、まず最初に以下のようにして座標軸を作成する。 

        （注：指向性データを読み込む前に座標軸を作成する。) 

 

メインメニューで、[ファイル]→[新規グラフの作成]とすると、座標軸を選択するダイアログが

出るので、ここでは直角座標軸を選択し、[OK]をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規座標軸設定（直角座標軸）のダイアログが現れるので、以下のパラメータを設定する。 

 

メインタイトル： 角度軸タイトルの下の文字列 

サブタイトル： メインタイトルの下の文字列 

角度軸タイトル： 角度軸（横軸）のタイトル(文字列） 

振幅軸タイトル： 振幅軸（縦軸）のタイトル(文字列） 

90度回転： これをチェックすると振幅軸タイトルが90度回転して表示される。 

軸グリッドタイプ：座標軸のグリッドタイプ 

角度軸左端値、右端値： 角度軸の左端、右端の角度 

角度軸目盛間隔：角度軸の目盛りの間隔角度 

角度軸長さ：印刷時の角度軸の長さ(mm) 
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振幅軸上端値、下端値： 振幅軸の上端、下端の振幅値 

振幅軸目盛間隔：振幅軸の目盛りの間隔振幅 

振幅軸長さ：印刷時の振幅軸の長さ(mm) 

 

ここでは例として以下のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定終了後、[OK]ボタンを押して、メインウィンドウに戻る。この設定で下図のような座標軸が

書かれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３ データの入力と設定 

 

２－３－１ データの入力 

次にメインメニューで[データ]をクリックすると、データ設定ウィンドウが現れる。ここで、

指向性データを入力するため、[データ入力]をクリックする。 
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 データファイル選択ダイアログが表示されるので、あらかじめ用意したデータファイルを選択

する。ここでは、APchartをインストールしたフォルダ(C:\Program Files (x86)\apchwin2)内に

ある指向性データ、sample.datを選択し、[開く]をクリック。 

すると、以下のようなデータ読み込み位置指定ダイアログが現れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

sample.datでは、 

１列め：角度データ（θ(degree)） 

２列め：振幅データ（主偏波) 

３列め：位相データ（主偏波） 

４列め：振幅データ(交差偏波) 

５列め：位相データ（交差偏波） 

 となっているので、 

はじめに、以下のようにして主偏波指向性データを読み込む。 

読み込み開始行自動設定をチェック、角度軸データ列番号を1、振幅軸データ列番号を2に設定

し[OK]ボタンをクリックする。（なお、読み込み開始行自動設定をチェックしておくと、自動的
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にコメント行を読み飛ばし、データ行のみ読み込む。コメント行が先に示したデータフォーマッ

トに適合している場合は自動設定にし、適合していない場合はチェックを外して開始行を設定す

る。） 

 正常に読み込まれると、データポイント数確認メッセージボックスが現れ、読み込まれたデー

タポイント数が表示される。ここでは3601ポイントと表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント数が正しくなければ、[キャンセル]ボタンをクリックし入力を止める。正しければ、[OK]

ボタンをクリックする。 すると、sample.datの主偏波指向性データが読み込まれ、データ設定

ウィンドウのNO.1に、ファイル名、角度軸データ列番号Ica=1、振幅軸データ列番号Icr=2が表示

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、同じsample.datの交差偏波指向性データを読み込む。 

データ設定ウィンドウで[データ入力]をクリックし、先ほどと同じ、sample.datを選択し、[開

く]をクリックする。次に、データ読み込み位置指定ダイアログが現れるので、角度軸データ列

番号を1、振幅軸データ列番号を4に設定し、[OK]をクリックし、データポイント数(=3601）を確

認後、[OK]をクリックする。 すると、下図のようにデータ設定ウィンドウのNO.2に、ファイル

名sample.dat、角度軸データ列番号Ica=1、振幅軸データ列番号Icr=4が表示される。 

この時点で、下図のように主偏波、交差偏波の２つのデータが表示されるが、データの順番No.

は、次の系列設定で使用するので重要である。もし下図（NO.1が主偏波、NO.2が交差偏波）と違

った順番になっている場合は、[データ移動](右クリックで、切り取り→挿入でも可)により、順

番を下図通りに修正する必要がある。 
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確認後、[メインウィンドウへ]をクリックすると下図のようなグラフが書かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３－２ データのオフセット 

 ２－３－１で入力したデータを、主偏波指向性のピークが0dBになるようにオフセットする。 

メインウィンドウにおいて[データ]をクリックし、データ設定ウィンドウを開く。 

 

始めに、Shiftキーを押しながらデータNO.1(sample.dat、Ica=1、Icr=2)の行とデータNO.2の行

を左クリックし、主偏波と交差偏波のデータを同時選択する。(下図) 
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その状態で、メニュ－の[オフセット]をクリックすると、データオフセット設定ダイアログが

表示されるので、ここで[振幅ノーマライズ]ボタンをクリックする。 すると確認メッセージが

現れ[はい]ボタンを押すと、振幅トータルオフセット量が、-39.08に設定されている。(注：2

つ以上のデータを選択しノーマライズすると、全てのデータの最大値で、全てのデータが同じ値

だけオフセットされる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、ノーマライズにより、データNo.1とデータNO.2の振幅データが、-39.08オフセットさ

れ、ピーク値が0になったことを示している。 

[OK]ボタンをクリックして、データオフセット設定を終了すると、下図のとおりデータ設定ウ

ィンドウのデータNo.1、No.2の振幅オフセット値(Delta.r)に-39.08が入る。 
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 確認後、[メインウィンドウへ]をクリックして、メインウィンドウへ戻ると下、図のようなグ

ラフが書かれている。 
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２－４ 系列の設定 

 

 ２－３までのグラフでは、２つのデータの線種が判別しにくいため、系列設定を変更する。 

(系列とは、どの指向性データ(数値データ)を、どの座標軸に、どのような線種(マーカ)で、表

示するのかを設定するもの。） 

 

メインウィンドウで、メニューの[系列]をクリックすると以下の系列設定ウィンドウが開く。 
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ここまで系列は未設定なので、以下のデフォルト値がセットされている。 

 

 ＜系列設定のデフォルト値＞ 

 系列番号 表示座標軸番号 データ番号 ラインタイプ ライン色 マーカタイプ 
  １     １       １     実線     黒    なし 
  ２     １       ２    短破線     黒    なし 
  ３     １       ３    長破線     黒    なし 
  ４     １       ４     点線       黒    なし 
  ５     １       ５    １点鎖線     黒    なし 
  ６     １       ６    ２点鎖線     黒    なし 
  ７     １       ７     実線     黒    なし 
  ８     １       ８     実線     黒    なし 
  ・     ・       ・     ・      ・     ・ 
  ・     ・       ・     ・      ・     ・ 
  ９９     １       ９９     実線     黒    なし 
１００    １      １００    実線     黒    なし 
 

(注：その番号の表示座標軸やデータが存在しない場合、その系列のトレースは表示されない。) 

 

ここではデータが存在する系列番号１、２の設定を変更する。 

はじめに系列番号１を設定する。 系列設定ウインドウを開くと、系列１の設定が表示される。 

そこで、下図のとおりライン色を青色に変更する。（注：系列設定ウィンドウ右端の[OK]を押す

とメインウィンドウに戻ってしまうので、ここではまだ[OK]ボタンを押さない。） 
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次に、左端の系列番号の２をクリックし、下図のとおり、ライン色を赤色に変更する。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系列１、２の設定が完了後、[OK]ボタンを押しメインウィンドウに戻ると 

下図のようなグラフが描かれている。 
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２－５ 座標軸設定の変更 

２－４までの座標軸の見栄えをよくするため、補助目盛りやグリッドを設定する。 

 

 メインウィンドウのメニューで、[座標軸]→[Axis１]をクリックすると座標軸１(直角座標)

の座標軸設定ウィンドウが現れる。（座標軸内をダブルクリックしても現れる。） 

 

 まず、[角度軸]のタブにおいて補助目盛間隔を15に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、[振幅軸]のタブにおいて補助目盛間隔を5に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の設定完了後、[OK]ボタンを押してメインウィンドウに戻ると、下図のグラフが書かれる。 
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２－６ タイトル設定の変更 

 

 座標軸の各タイトル(メインタイトル、サブタイトル、角度軸タイトル、振幅軸タイトル）の

テキスト、フォント等を変更する。 

（注：タイトルの変更は、メインウィンドウ上で、各タイトル上を左クリックして選択状態にし

た後、右クリックして編集することにより設定することもできるが、ここではメインメニュ－に

よる設定方法を説明する。） 

  

 メインメニューで、[タイトル]→[Axis１]をクリックすると、"座標軸1(直角座標)のタイトル

設定”のダイアログが表示される。メインタイトルのタブにおいて、下図のとおりメインタイト

ルを”φ90ｃｍオフセットパラボラアンテナ指向性計算結果”、フォントサイズを”16”(ポイ

ント)に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、サブタイトルのタブにおいて下図のとおりサブタイトルを、"水平面内指向性、Ｖ偏波、

周波数11.1GHz"、フォントサイズを、”14”(ポイント)に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 16 

 次に、角度軸タイトルのタブにおいて、下図のとおり、角度軸タイトルを、"θ(degrees)"、

フォントサイズを、"16"(ポイント)と変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、振幅軸タイトルのタブにおいて、下図の通り、フォントサイズを、"16"(ポイント)に変

更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の設定完了後、[OK]ボタンを押して、メインウィンドウに戻ると、下図のグラフが描かれる。 
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２－７ 凡例の設定 

 グラフに、凡例(各トレースラインの説明)を追加する。 

 

 メインメニューで、[凡例]→[Axis１]をクリックすると、座標軸1(直角座標)の凡例設定ウィ

ンドウが表示される。 なお、凡例設定ウィンドウのNoはその座標軸に書かれる系列番号の若い

順に対応しているので、ここでは凡例NO.1が主偏波指向性の凡例で、凡例NO.2が交差偏波指向性

の凡例になる。 

 

 始めに、凡例設定ウインドウのメニューで、[入力]をクリックすると、凡例追加入力のダイア

ログが表示されるので、そこで、下図のとおり凡例NO.1として"主偏波"を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [OK]をクリックすると、下図のとおり凡例設定ウィンドウのNO.1に"主偏波"が入力される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 凡例設定ウインドウのメニューで、再度[入力]をクリックすると、凡例追加入力のダイアログ

が表示されるので、そこで、凡例NO.2として"交差偏波"を入力し[OK]を押すと、下図のとおり、

凡例設定ウィンドウのNO.2に"交差偏波"が入力される。 
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ここで、[メインウィンドウへ]をクリックしグラフを確認すると、下図のようになっている。 

 (注：メインウィンドウで、グラフの端が切れて、グラフが全て表示できていない場合には、

メインウィンドウ上の任意の点で、右クリックし、[グラフ全体]をクリックすることにより、 

グラフ全体が、メインウィンドウ上に丁度収まる倍率で表示される。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：・凡例出力位置は、メインウィンドウで凡例上の点を左クリックして選択状態にした後、 

ドラッグすることにより、マウスで移動することができる。 

・また、凡例の枠は凡例設定ウィンドウのメニューで[設定]→[枠]をクリックすると、 

下図のように凡例囲み枠設定ダイアログが現れるので、ここで変更できる。 
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２－８ 規格線の設定 

グラフに、以下の関数の規格線を追加する。 

 

＜仕様マスク＞ 

  |Ｅ|(dB)≦－4.88|θ|２＋13.4    (0ﾟ≦|θ|≦2.5ﾟ)      ----- (1) 

  |Ｅ|(dB)≦－25log１０|θ|－7.1   (2.5ﾟ≦|θ|≦48ﾟ)      ----- (2) 

  |Ｅ|(dB)≦－44.1           (48ﾟ≦|θ|≦180ﾟ)           ----- (3) 

 

メインメニューで[規格線]をクリックすると、規格線設定ウィンドウが現れる。 

[入力]をクリックすると下図の規格線新規入力のダイアログが出る。ここで、θ=0ﾟ～2.5ﾟの規

格線(1)を下図のとおり入力し[OK]をクリックする。 

 

(注：連続をチェックすると、終点が次の番号の規格線の始点と接続される。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、下図のとおり規格線データのNo.1が追加される。 
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 同様に、[入力]をクリックしてθ=2.5ﾟ～48ﾟの規格線(2)とθ=48ﾟ～180ﾟの規格線(3)を下図の

とおり入力する。 

 

規格線(2)の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格線(3)の入力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）最後のNo.の規格線の連続をチェックすると、NO.1の規格線の始点に接続される。 

  （ここではNo.1の規格線に接続する必要がないので連続のチェックを外す。） 
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規格線(1)、(2)、(3)の入力完了後、規格線設定ウィンドウは下図のようになる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 最後に規格線設定ウィンドウのメニューで、[対称出力]を[ON]にセット。 これにより、θ=0ﾟ

に対して両側対称に規格線が出力される。  

[メインウィンドウへ]をクリックし、メインウィンドウに戻ると、下図のように規格線が追加

されたグラフが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－９ グラフの保存 

以上で、グラフが完成したので、作成したグラフ全体（データも含む）を１つのバイナリデー

タファイル(*.awc)に保存する。 

メインウィンドウにおいて[ファイル]→[グラフの名前を付けて保存]をクリックすると、下図

のようなダイアログが現れるので保存する場所(ディレクトリ)を選択した後、適当なファイル名
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(ここでは、sample2-9.awc)を入力する。(拡張子.AWCは、自動的に付くので不要。) 入力後、[保

存]ボタンをクリックするとファイルsample2-9.awcに保存され、メインウィンドウに戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１０ グラフの印刷  

作成したグラフをプリンタに印刷する。印刷前に［ファイル］→[プリンタ設定]により、用紙

設定などを確認する必要がある。 また印刷前にプレビューを見て、印刷イメージを確認してか

ら、印刷することをおすすめする。プレビューはメインウィンドウにおいて、[ファイル]→[プ

レビュー]により見ることができる。 

印刷はメインウィンドウにおいて[ファイル]→[印刷]をクリックすると、下図のような印刷確

認ダイアログボックスが現れるので、ここで印刷部数を入力し[OK]をクリックすることにより印

刷開始される。 
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２－１１ グラフのエキスポート  

 

作成したグラフをクリップボードやメタファイルに出力し、他のWindowsソフトにエキスポー

トすることができる。ここではクリップボード経由でMS-WORD上に張り付ける例を示す。 

メインメニューにおいて[ファイル]→[クリップボード出力]をクリックすると、下図の確認の

ダイアログボックスが現れるので、ここで[ＯＫ]をクリックすると、グラフ全体が拡張メタファ

イル形式でクリップボードに出力される。 

 

 

 

 

 

次にWORDを起動し、WORD内で[編集]→[貼り付け]をクリックすると 

カーソルの位置にエキスポートしたグラフが出力される。 

（注：常にグラフ全体がエキスポートされるので、グラフの一部分だけをエキスポートすること

はできない。） 

（注：拡張メタファイル形式のチェックマークを外すと、Windowsメタファイル形式で 

  クリップボード出力される。） 

 

２－１２ APchartの終了 

メインメニューにおいて[ファイル]→[終了]をクリックすることで終了する。メインウィンド

ウ右上の×マークをクリックすることによっても終了する。 

（注：ファイルの保存を確認してから終了すること。） 
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２－１３ グラフの読み込み 

 

 以前作成し保存したグラフファイル(*.AWC)を読み込み、グラフを開く。 

APchartを起動後、メインメニューにて、[ファイル]→[グラフを開く]を選択する。下図のよう

なファイル選択ダイアログボックスが現れますので、ここで、オープンしたいグラフファイル(*.

AWC)を選択し、[OK]をクリックします。グラフのフォーマットだけでなく、データも全て読み込

まれる。 

また、拡張子(AWC)をAPCHWIN2.EXEに関連付けしている場合、マイコンピュータやエクスプロ

ーラなどでグラフファイル(*.AWC)をダブルクリックするだけでAPchartが立ち上がり、そのグラ

フファイルを読み込むことができる。 

(注：Ver.1用のグラフファイル：*.AWR、*.AWP、*.AWHも同様に読み込むことが可能。) 
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３．指向性グラフの作成(直角座標、応用編) 
 ３．(応用偏)では１．、２．で作成したグラフファイルsample2-9.awcを読み込み、複数座標

軸設定や図形描画、データ解析の方法について説明する。 

 
３－１ APchartの起動とグラフの読み込み 

 ２－１３のとおり、２－１～２－９で作成し保存したグラフファイル(sample2-9.awc)を読み

込む。 読み込み後、下図のようなグラフが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 座標軸のコピー 

 ３－１のグラフを近軸指向性と広角指向性の2つの座標軸に表示するため、座標軸をコピーす

る。 

 メインメニューにて[座標軸]→[座標軸のコピー]をクリックすると、下図のようなダイアログ

が現れるので、From 座標軸[1] → To 座標軸[2] として[OK]をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 すると、現在の座標軸[1]が座標軸[2]にコピーされるが、下図のとおり両方の座標軸が重なっ

て表示される。 
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３－３ 座標軸の設定 

 各座標軸の位置を調整して、2つの座標軸が重ならないようにする。 

 メインウィンドウの適当な点を右クリックすると、表示倍率のポップアップメニューが出るの

で、ここで用紙全体をクリックして用紙の中の座標軸の位置を確認する。 

 次に、メインメニューで[座標軸]→[Axis1]をクリックすると座標軸1の設定ダイアログが現れ

るので、その[全般]タブの座標軸左下座標Ycを、下図のように50mmに変更し[OK]をクリックする。

(注：用紙の座標系は、用紙の左下角が原点で、右方向がX座標の正、上方向がY座標の正になっ

ている。） 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 同様に、メインメニューで、[座標軸]→[Axis2]をクリックすると座標軸2の設定ダイアログが

現れるので、その[全般]のタブの座標軸左下座標Ycを、下図のように150mmに変更し[OK]をクリ

ックする。 
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 その後[OK]を押してメインウィンドウに戻ると、下図のようなグラフが書かれている。 
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 ここで座標軸２のメインタイトルとサブタイトルが不要なので、それらを削除する。 

メインメニューにて、[タイトル]→[Axis2]をクリックし、[メインタイトル]のタブを開き(所望

のタイトルを左クリック後、右クリック→編集でもＯＫ）、下図のとおりメインタイトルを全て

削除し空欄にする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同様に[サブタイトル]のタブを開いて、サブタイトルを全て削除し、空欄にする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[OK]をクリックしてメインウィンドウに戻ると、下図のように座標軸２(上側の座標軸)のメイン

タイトルとサブタイトルが消え、２つの座標軸が重ならなくなっている。 
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 次に、座標軸２を近軸指向性にするため角度軸、振幅軸の設定を変更する。 

メインメニューにて[座標軸]→[Axis2]をクリックし、[角度軸]のタブを開いて、下図のように

左端値：-8、右端値：8、目盛間隔：2、補助目盛間隔：1 に設定する。 
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次に、[振幅軸]のタブを開いて、下図のとおり下端値：-50、上端値：0、目盛間隔：10、補助

目盛間隔：5に設定する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[OK]をクリックしてメインウィンドウに戻ると、下図のようなグラフが書かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-180 -135 -90 -45 0 45 90 135 180
-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

θ(degrees)

R
e
la

ti
ve

 G
ai

n
(d

B
)

φ90cmオフセットパラボラアンテナ指向性計算結果
水平面内指向性、Ｖ偏波、周波数11.1GHz

主偏波

交差偏波

-8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8
-50

-40

-30

-20

-10

0

θ(degrees)

R
e
la

ti
ve

 G
ai

n
(d

B
)



 31 

 

３－４ 系列の設定 

 

 座標軸２(近軸指向性)にトレースライン（データライン）を描画するために系列設定を変更す

る。 ２－４で示したとおり、デフォルトの系列設定は全て座標軸１に表示するように設定され

ているため、系列番号３と４を、ともに座標軸２に設定し、またそれぞれデータ１と２を表示す

るよう設定する。 

 

 メインメニューにて[系列]をクリックすると系列設定ウィンドウが開くので、ここで下図のと

おり左端の系列番号３をクリックし、表示座標軸番号：２、データ番号：１、ラインタイプ：実

線、ライン色：青に設定変更する。 
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次に左端の系列番号４をクリックし、表示座標軸番号：２、データ番号：２、ラインタイプ：

短破線、ライン色：赤に設定変更する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックしてメインウィンドウに戻ると、下図のようなグラフが書かれている。 これで

１枚の用紙に、近軸指向性と広角指向性の2つの座標軸を描くことができた。 
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３－５ 図形の描画 

次に座標軸内に、文字列、長方形、楕円、直線、矢印等の図形を追加する。 

 

各座標軸に、"広角指向性"、"近軸指向性"の文字列を描画する。メインメニューで、[描画]

→[文字列]をクリックする。 その後、座標軸１(下側座標軸)内の左上のところをクリックする。

下図のテキスト入力のダイアログが出るので、ここで”広角指向性”と入力して[OK]をクリック

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると座標軸１内のクリックした点を文字列の左下角として、入力した文字列が描画される。 
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入力したフォントを変更したいので、"広角指向性"の文字列を左クリックして選択状態にしたあ

と右クリックすると、ポップアップメニューが現れるので、ここで、[フォント設定]をクリック

すると、下図のフォント設定ダイアログが現れる。ここで、フォントサイズを16ポイントに設定

し、[OK]をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、"広角指向性"の文字列が座標軸のグリッドに重なっているため、文字列の周りに長方形

を描き、内部を塗りつぶす。 メインメニューで、[描画]→[長方形]をクリックし、文字列：”

広角指向性”の周りを囲むようにドラッグしマウスアップすると、文字列の周囲に長方形が描か

れる。 もし、位置がずれたり大きさが合わなかった場合は、長方形の線上をクリックしてセレ

クト状態にした後、内部をドラッグするか４角の赤マークをドラッグすることにより文字列をす

べて囲むように調整する。 最後に、描画した長方形内部を塗りつぶす。長方形の線上をクリッ

クしてセレクト状態にした後、その場で右クリックしてポップアップメニューを表示し、[ペイ

ント設定]をクリックすると、下図のダイアログが現れるので、ここで、塗りつぶしにチェック

マークを入れ、[OK]をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の操作で、座標軸１に文字列”広角指向性”とそれを囲む長方形が描かれて、さらにその長

方形の中の座標軸のグリッドは塗り潰されて見えなくなっている。（注：文字列は図形の中で最

後に描画されるため塗りつぶされない。） 

 

 同様に、座標軸２(上側座標軸）についても”近軸指向性”の文字列を座標軸内側に左上に描

画し、ポイント数を16に変更し、それを囲む長方形を描画して内部を塗りつぶす。 

 

 以上完了すると、次図のように、”近軸指向性”、"広角指向性"の文字列が、各座標軸内に描

かれている。  
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 次に、規格線の説明として"仕様マスク"と矢印を描画する。 

メインメニューにて、[描画]→[直線(片矢印)]をクリックし、座標軸１(下側座標軸)の内側に右

上の適当な点を左クリックし、規格線の位置までドラッグしマウスアップする。 すると、下図

のように矢印が描かれている。 その後[描画]→[文字列]をクリックし、先ほどの矢印の始点近

くをクリックして、ダイアログで文字列”仕様マスク”を入力すると、下図のように矢印と文字

列が描かれる。 

（注：文字列の位置は文字列内を左クリックしてセレクト状態にした後ドラッグして微調整可能） 
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 先ほどと同じ方法で、文字列”仕様マスク”のフォント設定を行い(フォントサイズ：12ポイ

ント)、文字列を囲む長方形を描画し、それのペイント設定を行い白色で塗りつぶす。 また、

長方形をセレクト状態にして、右クリックし、[ライン設定]にて、ライン色を白色に設定するこ

とにより、長方形の外枠を見えなくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 座標軸２(上側座標軸）についても同じことを行うと、最終的に下図のようなグラフになる。

（座標軸１の”仕様マスク”や矢印を左クリック→右クリック→［コピー]することでも作成可
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能） 

 

 ＜最終作成グラフ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で本グラフ作成は完了した。 非常に大変だと感じたと思うが、座標軸がほとんど変わら

なければ大変なのは最初の１回目だけで、２回目からはグラフファイル(*.awc)を読み込み、数

値データを入れ替えるだけでグラフが作成できるので大変ではない。 
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３－６ データの解析 

 次に、APchartに読み込んだデータのピークレベル、3dBビーム幅、第1サイドローブレベル、

交差偏波レベルの解析方法を説明する。 

 

 メインメニューにて[データ]をクリックし、データ設定ウィンドウをオープンする。 

ここで、データNO.1(主偏波）を選択状態(反転表示）にし、メニューの[解析]→[解析]をクリ

ックすると下図のとおり、ピークレベル、3dBビーム幅、第1サイドローブレベル、1dBビーム幅、

10dBビーム幅、最低レベル、が解析され、表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に解析するパラメータを変更するため、メニューの[解析]→[解析設定]をクリックする。 解

析パラメータの設定ウィンドウが現れるので、下図のように第２サイドローブをチェック、1dB

ビーム幅と最低レベルのチェックを外す、最大レベル(範囲１)の出力をチェックし範囲を48～90

に設定しOKを押す。 
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その後、再度[解析]→[解析]をクリックすると下図のとおり、ピークレベル、3dBビーム幅、第1

サイドローブレベル、第２サイドローブレベル、10dBビーム幅、±48度～±90度の最大レベル、

が解析され表示される。 
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 次に、shiftキーを押しながらデータNO.1(主偏波)とNO.2(交差偏波)を選択状態にし(データ

NO.1だけ選択して後からダイアログでNO.2を選択するのも可)、メニューの[XPD解析]をクリック

すると下図のようにデータNO.1とデータNO.2の交差偏波識別度が解析できる。 

 下図で、”主偏波ピークに対するXPD解析結果”は、XPD計算において主偏波レベルはピーク方

向の主偏波レベルを選択し、交差偏波レベルはその角度範囲内の最大値を選択しXPDを計算する

という意味で、一方”各角度毎のXPD解析結果”は各角度毎に主偏波レベルと交差偏波レベルを

比較してXPDを計算しその角度範囲内での最悪値をXPDとするという意味である。（各角度毎のXPD

解析はVer.2.50から追加された。） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上で、データの解析の説明は終わりであるが、解析設定はawcファイルに保存されるので、メ

インウィンドウに戻って、[ファイル]→[グラフの上書き保存] あるいは、［ファイル］→［グ

ラフの名前を付けて保存］でグラフを保存する。 
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３－７ ビームシフト指向性の表示 

 Ver.2.51からの新たな機能として、主ビームのピーク方向を 0度方向からシフトした場合の

グラフの作成方法を説明する。 

 

 初めに、３－５の最終グラフで得られたグラフで座標軸２とその座標軸２上の図形を削除する

と下図のとおり座標軸１のみのグラフになる。 

（座標軸削除方法はメインメニューで[座標軸]→[座標軸の削除]→[Axis2]。 

 図形の削除方法はその図形をセレクトした後、右クリックし[削除]） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、メインメニューの[データ]でデータ設定ウインドウに入り、データ NO.1とデータ NO.2

を Shiftキーを押しながら両方選択しメニューの[オフセット]をクリック。 

 データ NO.1～2のオフセット設定が表示されるので、下図のとおり「角度軸トータルオフセッ

ト量」を 30度にセットする。（ビームチルト角 30度を想定） 
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 [OK]を押してデータ設定ウインドウに戻り、さらに[メインウィンドウへ]でメインウィンドウ

に戻ると、下図のように指向性が 30度オフセットされて表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上のグラフで注意してほしいのは、グラフの-180度に近いところのデータが切れていること

である。 本来ここには+180度以降の角度のデータが表示されなくてはならない。 

 そこでメインメニューの[座標軸]→[Axis1]をクリックして、座標軸 1(直角座標)の設定ダイ

アログの角度軸のタブを出し、下図のとおりデータ折り返し設定を、±180度折り返しに設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [OK]をおしてメインウインドウに戻ると、下図のとおり-180度付近の指向性もおり返して表

示される。 
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 次に規格線を指向性データと同様に+30度オフセットする。 

メインメニューの[規格線]をクリックして規格線設定ウィンドウを出し、 

下図のとおり規格線 1～3を Shiftキーを押しながら複数選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-180 -135 -90 -45 0 45 90 135 180
-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

θ(degrees)

R
e
la

ti
ve

 G
ai

n
(d

B
)

φ90cmオフセットパラボラアンテナ指向性計算結果
水平面内指向性、Ｖ偏波、周波数11.1GHz

主偏波

交差偏波
広角指向性

仕様マスク



 45 

 

 ここで、メニューの[オフセット]をクリックし 

    （角度軸トータルオフセット量）=30度 を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]を押して規格線設定ウインドウに戻り、さらに[メインウィンドウへ]でメインウィンドウに

戻ると、下図のように規格線も 30度オフセットされて表示される。 
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４．指向性グラフの作成(極座標、基礎編) 
 

ここでは、指向性グラフとして極座標軸（円）グラフの作成手順を説明する。基本的には座標軸

が異なる以外２．の（直角座標、基礎偏）とほぼ同じ内容。 

 

４－１ APchartの起動 

 スタートメニューで、APchartを選択し起動するか、マイコンピュータ、or、エクスプローラ、

or デスクトップで、APchartのアイコン(apchwin2.exe)をダブルクリックすることにより起動

する。また、拡張子の関連付けをしている場合は、マイコンピュータ、あるいは、エクスプロー

ラで、APchartのグラフファイル(拡張子：*.awc、*.awr、*.awp、*.awh)をダブルクリックする

ことによっても、起動できる。 

 

４－２ 座標軸の新規作成 

APchartの起動後、まず最初に以下のようにして座標軸を作成する。 

        （注：指向性データを読み込む前に座標軸を作成する。) 

 

メインメニューで、[ファイル]→[新規グラフの作成]とすると座標軸を選択するダイアログが出

るので、ここでは極座標軸(円）を選択し[OK]をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規座標軸設定（極座標円）のダイアログが現れるので、以下のパラメータを設定する。 

 

メインタイトル： 座標軸下のタイトルの文字列 

サブタイトル： メインタイトルの下の文字列 

角度軸タイトル： 角度軸のタイトル(文字列） 

振幅軸タイトル： 振幅軸のタイトル(文字列） 

矢印付き： これをチェックすると角度軸タイトルに矢印が表示される。 

座標軸半径： 座標軸最外周の円の半径(mm) (印刷時の寸法mmで入力） 
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軸グリッドタイプ：座標軸のグリッドタイプ 

振幅軸外周値、中心値： 振幅軸の外周端、中心の振幅値 

振幅軸目盛間隔：振幅軸の1目盛りの間隔振幅 

角度軸上方値：座標軸上方の角度 

角度軸目盛間隔：角度軸の1目盛りの間隔角度 

回転方向：角度が正の方向の回転方向。 CW：時計回り、CCW：半時計回り 

目盛り角度範囲：角度軸が0～360度表示か、±180度表示かを選択 

 

ここでは例として以下のように設定する。（目盛り角度範囲を-180度～180度に変更) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定終了後、[OK]ボタンを押して、メインウィンドウに戻る。この設定で下図のような極座標軸

（円）が書かれる。 
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４－３ データの入力と設定 

 

４－３－１ データの入力 

次にメインメニューで[データ]をクリックすると、データ設定ウィンドウが現れる。ここで、

指向性データを入力するため、[データ入力]をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データファイル選択ダイアログが表示されるので、あらかじめ用意したデータファイルを選択

する。ここでは、APchartをインストールしたフォルダ(C:\Program Files (x86)\apchwin2)内に

あるE面指向性データSAMPLE_EPN.DATを選択し、[開く]をクリック。 

すると、以下のようなデータ読み込み位置指定ダイアログが現れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SAMPLE_EPN.DATでは、 

 １列め：角度（θ(degree)） 

 ２列め：利得θ成分（Gθ(dBi)) 

 ３列め：利得φ成分（Gφ(dBi)） 
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 ４列め：利得主偏波成分（Gc(dBi)) 

 ５列め：利得交差偏波成分（Gx(dBi)) 

 ６列め：位相主偏波成分（∠C(deg)） 

 ７列め：位相交差偏波成分（∠X(deg) 

 となっているので、 

はじめに、以下のようにして利得θ成分データを読み込む。 

読み込み開始行自動設定をチェック、角度軸データ列番号を1、振幅軸データ列番号を2(利得

θ成分)に設定し[OK]ボタンをクリックする。（なお、読み込み開始行自動設定をチェックして

おくと、自動的にコメント行を読み飛ばし、データ行のみ読み込む。コメント行が先に示したデ

ータフォーマットに適合している場合は自動設定にし、適合していない場合はチェックを外して

開始行を設定する。） 

 正常に読み込まれると、データポイント数確認メッセージボックスが現れ、読み込まれたデー

タポイント数が表示される。ここでは721ポイントと表示される。 

 

 

 

 

 

 

 ポイント数が正しければ[OK]ボタンをクリックする。 するとSAMPLE_EPN.DATの主偏波指向性

データが読み込まれ、データ設定ウィンドウのNO.1にファイル名、角度軸データ列番号Ica=1、

振幅軸データ列番号Icr=2が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、同じフォルダにあるH面指向性データSAMPLE_HPN.DATの利得φ成分データを読み込む。 

データ設定ウィンドウで[データ入力]をクリックし、ダイアログでSAMPLE_HPN.DATを選択し[開

く]をクリックする。次に、データ読み込み位置指定ダイアログが現れるので、角度軸データ列

番号を1、振幅軸データ列番号を3(利得φ成分)に設定し[OK]をクリックし、データポイント数

(=721）を確認後、[OK]をクリックする。 すると、下図のようにデータ設定ウィンドウのNO.2
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に、ファイル名SAMPLE_HPN.DAT、角度軸データ列番号Ica=1、振幅軸データ列番号Icr=3が表示さ

れる。この時点で下図のとおりE面利得、H面利得の２つのデータが読み込まれている。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認後、[メインウィンドウへ]をクリックすると下図のようなグラフが書かれている。 
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４－３－２ データのノーマライズ 

 ４－３－１で入力したデータを、２つのデータのピーク値が0dBになるように２つのデータを

同じ量オフセットする。 

 メインウィンドウにおいて[データ]をクリックし、データ設定ウィンドウを開く。 

初めにShiftキーを押しながらデータNO.1(SAMPLE_EPN.DAT)の行とデータNO.2(SAMPLE_HPN.DAT)

の2行を左クリックし、２つのデータを同時選択する。(下図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その状態で、メニュ－の[オフセット]をクリックすると、データNO.1～2のオフセット設定ダ

イアログが表示されるので、ここで[振幅ノーマライズ]ボタンをクリックする。 すると確認メ

ッセージが現れ[はい]ボタンを押すと、振幅トータルオフセット量が-15.15に設定されている。

(注：2つ以上のデータを選択しノーマライズすると、全てのデータの最大値で、全てのデータが

同じ値だけオフセットされる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、ノーマライズにより、データNo.1とデータNO.2の振幅データが-15.15オフセットされ、

ピーク値が0になったことを示している。 

[OK]ボタンをクリックして、データオフセット設定を終了すると、下図のとおりデータ設定ウ

ィンドウのデータNo.1、No.2の振幅オフセット値(Delta.r)に-15.15が入る。 

 



 52 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 確認後、[メインウィンドウへ]をクリックして、メインウィンドウへ戻ると下、図のようなグ

ラフが書かれている。 
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４－４ 系列の設定 

 

 ４－３までのグラフでは、２つのデータの線種が判別しにくいため、系列設定を変更する。 

(系列とは、どの指向性データ(数値データ)を、どの座標軸に、どのような線種(マーカ)で、表

示するのかを設定するもの。） 

 

メインウィンドウでメニューの[系列]をクリックすると以下の系列設定ウィンドウが開く。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 54 

ここまで系列は未設定なので、以下のデフォルト値がセットされている。 

 

 ＜系列設定のデフォルト値＞ 

 系列番号 表示座標軸番号 データ番号 ラインタイプ ライン色 マーカタイプ 
  １     １       １     実線     黒    なし 
  ２     １       ２    短破線     黒    なし 
  ３     １       ３    長破線     黒    なし 
  ４     １       ４     点線       黒    なし 
  ５     １       ５    １点鎖線     黒    なし 
  ６     １       ６    ２点鎖線     黒    なし 
  ７     １       ７     実線     黒    なし 
  ８     １       ８     実線     黒    なし 
  ・     ・       ・     ・      ・     ・ 
  ・     ・       ・     ・      ・     ・ 
  ９９     １       ９９     実線     黒    なし 
１００    １      １００    実線     黒    なし 
 

(注：その番号の表示座標軸やデータが存在しない場合、その系列のトレースは表示されない。) 

 

ここではデータが存在する系列番号１、２の設定を変更する。 

はじめに系列番号１を設定する。 左端の系列番号1を選択する。（青色でハイライトされる。） 

そこで、下図のとおりライン幅を0.5mm、ライン色を青色に変更する。（注：系列設定ウィンド

ウ右端の[OK]を押すとメインウィンドウに戻ってしまうので、ここではまだ[OK]ボタンを押さな

い。） 
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次に、左端の系列番号の２をクリックし、ライン幅を0.5mm、ライン色を赤色に変更する。 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系列１、２の設定が完了後、[OK]ボタンを押しメインウィンドウに戻ると 

下図のようなグラフが描かれている。 
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４－５ タイトル設定の変更 

 

 座標軸の各タイトル(メインタイトル、サブタイトル、角度軸タイトル）のテキスト、フォン

ト等を変更する。 

（注：タイトルの変更は、メインウィンドウ上で、各タイトル上を左クリックして選択状態にし

た後、右クリックして編集することにより設定することもできるが、ここではメインメニュ－に

よる設定方法を説明する。） 

  

 メインメニューで、[タイトル]→[Axis１]をクリックすると、"座標軸1(極座標円)のタイトル

設定”のダイアログが表示される。メインタイトルのタブにおいて、メインタイトルを”φ90

ｃｍオフセットパラボラアンテナ指向性計算結果”、フォントサイズを”16”(ポイント)に変更

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、サブタイトルのタブにおいて下図のとおりサブタイトルを、"θf=23度、周波数11.1GHz"、

フォントサイズを、”14”(ポイント)に変更する。 
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 次に、角度軸タイトルのタブにおいて、角度軸タイトルを"θ(degrees)"、フォントサイズを

"16"(ポイント)と変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、振幅軸タイトルのタブにおいて、下図の通り、フォントサイズを、"16"(ポイント)に変

更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の設定完了後、[OK]ボタンを押して、メインウィンドウに戻ると、下図のグラフが描かれる。 
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４－６ 凡例の設定 

 グラフに、凡例(各トレースラインの説明)を追加する。 

 

 メインメニューで、[凡例]→[Axis１]をクリックすると、座標軸1(直角座標)の凡例設定ウィ

ンドウが表示される。 なお、凡例設定ウィンドウのNoはその座標軸に書かれる系列番号の若い

順に対応しているので、ここでは凡例NO.1が主偏波指向性の凡例で、凡例NO.2が交差偏波指向性

の凡例になる。 

 

 初めに、凡例設定ウインドウのメニューで[入力]をクリックすると、凡例追加入力のダイアロ

グが表示されるので、そこで凡例NO.1として"Ｅ面指向性"を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [OK]をクリックすると、下図のとおり凡例設定ウィンドウのNO.1に"主偏波"が入力される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 凡例設定ウインドウのメニューで、再度[入力]をクリックすると、凡例追加入力のダイアログ

が表示されるので、そこで、凡例NO.2として"Ｈ面指向性"を入力し[OK]を押すと、下図のとおり、

凡例設定ウィンドウのNO.2に"Ｈ面指向性"が入力される。 
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ここで、[メインウィンドウへ]をクリックしグラフを確認すると、下図のようになっている。 

 (注：メインウィンドウで、グラフの端が切れて、グラフが全て表示できていない場合には、

メインウィンドウ上の任意の点で、右クリックし、[グラフ全体]をクリックすることにより、 

グラフ全体が、メインウィンドウ上に丁度収まる倍率で表示される。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：・凡例出力位置は、メインウィンドウで凡例上の点を左クリックして選択状態にした後、 

ドラッグすることにより、マウスで移動することができる。 
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凡例の枠は凡例設定ウィンドウのメニューで[設定]→[枠]をクリックすると、下図のように凡例

囲み枠設定ダイアログが現れるので、ここで下図のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例のフォントは凡例設定ウインドウのメニューで[設定]→[フォント]をクリックすると凡例

フォント設定ダイアログが現れるので下図のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

以上設定の後、メインウィンドウへ戻ると下図のようなグラフが書かれる。 
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４－７ グラフの保存 

以上で、グラフが完成したので、作成したグラフ全体（データも含む）を１つのバイナリデー

タファイル(*.awc)に保存する。 

メインウィンドウにおいて[ファイル]→[グラフの名前を付けて保存]をクリックすると、下図

のようなダイアログが現れるので保存する場所(ディレクトリ)を選択した後、適当なファイル名

(ここでは、samplep2.awc)を入力する。(拡張子.AWCは、自動的に付くので不要。) 入力後、[保

存]ボタンをクリックするとファイルsamplep2.awcに保存され、メインウィンドウに戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－８ グラフの印刷  

作成したグラフをプリンタに印刷する。印刷前に［ファイル］→[プリンタ設定]により、用紙

設定などを確認する必要がある。 また印刷前にプレビューを見て、印刷イメージを確認してか

ら、印刷することをおすすめする。プレビューはメインウィンドウにおいて、[ファイル]→[プ

レビュー]により見ることができる。 

印刷はメインウィンドウにおいて[ファイル]→[印刷]をクリックすると、下図のような印刷確

認ダイアログボックスが現れるので、ここで印刷部数を入力し[OK]をクリックすることにより印

刷開始される。 
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４－９ グラフのエキスポート  

 

作成したグラフをクリップボードやメタファイルに出力することにより、他のWindowsソフト

にエキスポートすることができる。ここではクリップボード経由でMS-WORD上に張り付ける例を

示す。 

メインメニューにおいて[ファイル]→[クリップボード出力]をクリックすると、下図の確認の

ダイアログボックスが現れるので、ここで[ＯＫ]をクリックすると、グラフ全体が拡張メタファ

イル形式でクリップボードに出力される。 

 

 

 

 

 

次にWORDを起動し、WORD内で[編集]→[貼り付け]をクリックすると 

カーソルの位置にエキスポートしたグラフが出力される。 

（注：常にグラフ全体がエキスポートされるので、グラフの一部分だけをエキスポートすること

はできない。） 

（注：拡張メタファイル形式のチェックマークを外すと、Windowsメタファイル形式で 

  クリップボード出力される。） 

 

なお、クリップボード出力時にメインタイトルやサブタイトルを出力したくない場合は、 

そのメインタイトルやサブタイトルを左クリック→右クリックして、「非表示」を選択すると、 

一時的にタイトルを消すことができる。 また、非表示にしたタイトルを再度表示したい場合は、

メインウインドウの何も無いところを右クリックし、「全体タイトル表示」をクリックする。 

 

 

４－１０ APchartの終了 

メインメニューにおいて[ファイル]→[終了]をクリックすることで終了する。メインウィンド

ウ右上の×マークをクリックすることによっても終了する。 

（注：ファイルの保存を確認してから終了すること。） 
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５．スミスチャートの作成 
 

５－１ 入力データ形式 
 スミスチャート作成時の入力データファイルの形式は、Ｓパラメータ(Ｓ１１，Ｓ２１など）

の振幅と位相のデータがそれぞれ一列に並べられた下図のようなテキストファイル形式とする。

１．の指向性データの作成で説明したものと同じであるが、スミスチャートでは指向性の角度デ

ータの代わりに位相データを用いる。 

 ファイルの拡張子は不問であるが、.S2Pや.S1Pなどのテキストファイルなら問題無く入力でき

る。 入力データファイルの（振幅、位相）の単位は、（リニア、deg）をデフォルトとするが、

それ以外でも入力後、系列設定で単位変換できるので、（dB、deg）、（dB、rad) の形式でも

入力できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          入力データファイル（*.S2Pファイル）の例（sample.s2p) 
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５－２ 座標軸の新規作成 

APchartの起動後、まず最初に以下のようにしてスミスチャート軸を作成する必要がある。 

         （注：データを読み込む前にまず座標軸を作成する。) 

 

メインメニューで、[ファイル]→[新規グラフの作成]とすると、座標軸を選択するダイアログが

出るので、ここでスミスチャート(Ｓパラ)を選択して、[OK]をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スミスチャート（Ｓパラ）の設定ダイアログが表示されるので、必要な項目を入力する。 

外周振幅値というのは、スミスチャート軸の最外周の反射係数で通常は1.00とする。 

軸グリッドタイプとはスミスチャート軸の内部の線種で、r,xグリッドタイプとはスミスチャー

ト内部のr一定線とx一定線をしていするものですが現在は2種類のみ選定可能。 

（[記憶]ボタンを押すと今回の設定が次回のスミスチャート軸作成時に呼び出される。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設定後、[ＯＫ]をクリックすると下図のスミスチャート軸が作成される。 
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５－３ Ｓパラデータの入力 

 

メインメニューで[データ]をクリックすると、データ設定ウィンドウが現れる。ここで、Ｓパ

ラデータを入力するため、[データ入力]をクリックする。（エクスプローラからDrag&Dropで入

力したい場合は[Drag&Drop入力]をクリックする。） 

データファイル選択ダイアログボックスが表示されるので、あらかじめ用意したＳパラデータフ

ァイルを選択する。ここでは、APchartをインストールしたディレクトリ内にあるデータ

sample.s2pを選択し、[開く]をクリック。 

すると、以下のようなデータ読み込み位置指定ダイアログボックスが現れる。 
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sample.s2pでは、 

１列め：周波数(Hz) 

２列め：S11振幅(dB)、３列め：S11位相(deg) 

４列め：S21振幅(dB)、５列め：S21位相(deg) 

６列め：S12振幅(dB)、７列め：S12位相(deg) 

８列め：S22振幅(dB)、９列め：S22位相(deg) 

 となっているので、ここでは上図のようにS11のデータとして２列目と３列目を読み込む。 

スミスチャートの場合、角度軸データは位相データになるので、角度軸データ列番号＝3 

振幅軸データ列番号＝2として[ＯＫ］をクリックすると、下図のようにデータポイント数チェッ

クが現れここでも[ＯＫ]をクリックするとデータ設定ウィンドウにファイル名とデータ列番号

が表示される。 
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データ設定ウインドウで、[メインウィンドウへ]をクリックすると先ほどと同じスミスチャート

だけが表示される。（スミスチャートに表示するデータ形式は、振幅(リニヤ)、位相(deg)であ

る必要があるが、入力したデータファイルsample.s2pは、振幅(dB)のため表示されない。） 
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５－４ 系列の設定 

次に、メインメニューで、[系列]をクリックし、以下のように系列１の設定の下にある、 

振幅dB→リニヤ変換 にチェックを入れ、[ＯＫ]ボタンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように、スミスチャートの中心にトレースラインが引かれる。 
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５－５ 外周振幅値の変更とＶＳＷＲ一定の円 

 

 これでは、トレースラインが小さすぎてわかりづらいので、スミスチャート軸の円内をダブル

クリックして、座標軸１（スミスチャート）の設定ウインドウを開いて、下図のように、 [全般]

タブで外周振幅値を1.00→0.50に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に[VSWR一定円]のタブで下図のように、VSWR一定円出力を☑して、VSWR値=1.50とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックしてメインウィンドウに戻ると下図のようなスミスチャートが描かれる。 
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 以上でスミスチャートが描かれたが、この後のグラフの保存やクリップボード出力などは指向

性グラフ作成時と全く同じである。 

 

               －以上－ 
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